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(57)【要約】
【課題】インスリン注射針に好適であり、取り扱い易く
経費が余りかからないペットボトル物入れ用補助具を提
供する。
【解決手段】このペットボトル物入れ用補助具１は、ペ
ットボトル５の口筒部５１に結合可能な結合機構２１を
有し、口筒部５１に結合したときペットボトル５の内空
部５２に連通する中空部２２を有する筒状のアダプター
部２と、アダプター部２の中空部２２に連通する貫通孔
３１が底部３ａに設けられ、端部３ｂの内径が貫通孔３
１の内径よりも大きくなっている投入部３と、を備えて
なる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペットボトルの口筒部に結合可能な結合機構を有し、該口筒部に結合したとき前記ペッ
トボトルの内空部に連通する中空部を有する筒状のアダプター部と、
　該アダプター部の前記中空部に連通する貫通孔が底部に設けられ、端部の内径が該貫通
孔の内径よりも大きくなっている投入部と、
を備えてなることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項２】
　請求項１に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　インスリン注射針用であって、前記アダプター部の前記中空部は、インスリン注射針が
通過可能な内径であることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記結合機構は、前記中空部から外部に通じる通過孔と、
　前記中空部の側壁の内壁面に沿って一巻き以上巻かれた輪部分、及び前記通過孔を通っ
て両端部近傍が外部に露出する柄部分、を有する金属ワイヤーと、が設けられた構成であ
ることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記結合機構は、前記中空部から外部に通じる一対の通過孔と、直線状の一対の挟持部
分とそれらの挟持部分を接続する接続部分とを有する金属ワイヤーと、が設けられ、前記
一対の挟持部分は、前記一対の通過孔を通り、その一部が前記中空部の側壁より内方には
み出している構成であることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記結合機構は、前記中空部から外部に通じる一対の通過孔と、リング状の弾性体と、
が設けられ、該弾性体は、前記一対の通過孔を通り、その一部が前記中空部の側壁より内
方にはみ出している構成であることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項６】
　請求項１又は２に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記結合機構は、前記ペットボトルの前記口筒部にねじ込まれる雌ねじ部であることを
特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項７】
　請求項１又は２に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記結合機構は、前記ペットボトルの前記口筒部が差し込まれると弾性変形する弾性変
形部分であることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記投入部の前記端部は、丸みを持った形状であることを特徴とするペットボトル物入
れ用補助具。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記投入部には、その外面の一部から突起し、前記ペットボトルの前記口筒部にねじ込
み可能なキャップをねじ込むことができる雄ねじ部が形成されたキャップ保持部が設けら
れていることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記アダプター部の前記中空部の側壁の内壁面に沿って前記ペットボトルの前記内空部
に向かって延びるフィルター本体部を有するフィルター部を更に備えていることを特徴と
するペットボトル物入れ用補助具。
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【請求項１１】
　請求項１０に記載のペットボトル物入れ用補助具において、
　前記フィルター本体部は、先端部が中心側に曲がり、かつ、互いに長さが異なる長尺な
板の集合体であることを特徴とするペットボトル物入れ用補助具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ペットボトルに物を入れるためのペットボトル物入れ用補助具に関し、特に
、ペットボトルに使用済みのインスリン注射針を入れるのに好適なペットボトル物入れ用
補助具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ペットボトルは、廃棄されるものがほとんどであるが、その容器としての機能を生かし
て物（固体）を入れて一定期間保管するという利用が可能である。その中で、非常に有用
な利用方法として、使用済みの注射針を入れて一時保管するというものがある。これは、
患者が家庭において自身で注射を行う場合に、ペットボトルを保管容器とし、使用済みの
注射針を、人の手などに触れないようにペットボトル内に入れて一時保管するものである
。そのペットボトルは、定期的に或いはペットボトル内がある程度注射針で一杯になった
とき、医療機関を介して処理業者に渡されて適切な処理がなされる。このようにペットボ
トルを利用すると、患者にとって取り扱い易いし、経費などの点で非常に助かる。
【０００３】
　特許文献１及び特許文献２には、ペットボトルに注射針を入れるためのペットボトル注
射針入れ用補助具が開示されている。特許文献１のペットボトル注射針入れ用補助具は、
ペットボトルの口筒にねじ込むキャップを利用したもので、キャップの頂壁に注射針の挿
入用貫通孔を形成し、この貫通孔の周縁からキャップの外周方向に注射針の接続口筒が嵌
入して注射針の末端フランジとキャップとが係合関係になるような切欠きを設けたもので
ある。特許文献２のペットボトル注射針入れ用補助具は、ペットボトルが取り付けられる
装置であり、装置本体（廃棄器具本体）の外部に設けた押圧部材と連動させた移動可能な
押圧片により装置本体内でペットボトルを保持し、装置本体の注射針分離部材とペットボ
トルの中間に、一端をペットボトルの入り口に挿入した筒型ガイドの他端と間口が筒型ガ
イドより大きいガイド部材とをテーパー形状で直結したシュートを配置したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２-３０６５４８号公報
【特許文献２】特開２００７-１２５３４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２のようなペットボトル注射針入れ用補助具は
、糖尿病の患者が自身で行うインスリン注射には、適用はできない。インスリン注射針は
、今日では、短く細い針本体と、針本体が固定され注射器に取り付けられ得る取付部から
構成されている。このインスリン注射針は、簡単かつ安全に注射器から取りはずすことが
可能である。
【０００６】
　また、糖尿病の患者は、インスリン注射針を毎回取りかえて、一日に複数回のインスリ
ン注射が必要である。従って、インスリン注射針に好適であり、可能な限り、使用者（患
者）にとって取り扱い易く、かつ、経費が余りかからないペットボトル物入れ用補助具が
提供されるのが望まれる。
【０００７】
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　本発明は、係る事由に鑑みてなされたものであり、その目的は、インスリン注射針に好
適であり、取り扱い易く経費が余りかからないペットボトル物入れ用補助具を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、請求項１に係るペットボトル物入れ用補助具は、ペット
ボトルの口筒部に結合可能な結合機構を有し、該口筒部に結合したとき前記ペットボトル
の内空部に連通する中空部を有する筒状のアダプター部と、該アダプター部の前記中空部
に連通する貫通孔が底部に設けられ、端部の内径が該貫通孔の内径よりも大きくなってい
る投入部と、を備えてなることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１に記載のペットボトル物入れ
用補助具において、インスリン注射針用であって、前記アダプター部の前記中空部は、イ
ンスリン注射針が通過可能な内径であることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１又は２に記載のペットボトル
物入れ用補助具において、前記結合機構は、前記中空部から外部に通じる通過孔と、前記
中空部の側壁の内壁面に沿って一巻き以上巻かれた輪部分、及び前記通過孔を通って両端
部近傍が外部に露出する柄部分、を有する金属ワイヤーと、が設けられた構成であること
を特徴とする。
【００１１】
　請求項４に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１又は２に記載のペットボトル
物入れ用補助具において、前記結合機構は、前記中空部から外部に通じる一対の通過孔と
、直線状の一対の挟持部分とそれらの挟持部分を接続する接続部分とを有する金属ワイヤ
ーと、が設けられ、前記一対の挟持部分は、前記一対の通過孔を通り、その一部が前記中
空部の側壁より内方にはみ出している構成であることを特徴とする。
【００１２】
　請求項５に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１又は２に記載のペットボトル
物入れ用補助具において、前記結合機構は、前記中空部から外部に通じる一対の通過孔と
、リング状の弾性体と、が設けられ、該弾性体は、前記一対の通過孔を通り、その一部が
前記中空部の側壁より内方にはみ出している構成であることを特徴とする。
【００１３】
　請求項６に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１又は２に記載のペットボトル
物入れ用補助具において、前記結合機構は、前記ペットボトルの前記口筒部にねじ込まれ
る雌ねじ部であることを特徴とする。
【００１４】
　請求項７に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１又は２に記載のペットボトル
物入れ用補助具において、前記結合機構は、前記ペットボトルの前記口筒部が差し込まれ
ると弾性変形する弾性変形部分であることを特徴とする。
【００１５】
　請求項８に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１～７のいずれか１項に記載の
ペットボトル物入れ用補助具において、前記投入部の前記端部は、丸みを持った形状であ
ることを特徴とする。
【００１６】
　請求項９に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１～８のいずれか１項に記載の
ペットボトル物入れ用補助具において、前記投入部には、その外面の一部から突起し、前
記ペットボトルの前記口筒部にねじ込み可能なキャップをねじ込むことができる雄ねじ部
が形成されたキャップ保持部が設けられていることを特徴とする。
【００１７】
　請求項１０に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１～９のいずれか１項に記載
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のペットボトル物入れ用補助具において、前記アダプター部の前記中空部の側壁の内壁面
に沿って前記ペットボトルの前記内空部に向かって延びるフィルター本体部を有するフィ
ルター部を更に備えていることを特徴とする。
【００１８】
　請求項１１に係るペットボトル物入れ用補助具は、請求項１０に記載のペットボトル物
入れ用補助具において、前記フィルター本体部は、先端部が中心側に曲がり、かつ、互い
に長さが異なる長尺な板の集合体であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、インスリン注射針に好適であり、取り扱い易く経費が余りかからない
ペットボトル物入れ用補助具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係るペットボトル物入れ用補助具を示すものであって、（ａ
）が正面図、（ｂ）が平面図である。
【図２】同上のペットボトル物入れ用補助具のアダプター部を示すものであって、（ａ）
が正面図、（ｂ）が底面図である。
【図３】同上のペットボトル物入れ用補助具のアダプター部とその周辺を示す正面視断面
図である。
【図４】同上のペットボトル物入れ用補助具の結合機構の金属ワイヤーにキャップを保持
させた状態を示す底面図である。
【図５】同上のペットボトル物入れ用補助具の他のアダプター部を示すものであって、（
ａ）が正面図、（ｂ）が底面図である。
【図６】同上のペットボトル物入れ用補助具の他のアダプター部とその周辺を示す正面視
断面図である。
【図７】同上のペットボトル物入れ用補助具の更に他のアダプター部を示すものであって
、（ａ）が正面図、（ｂ）が底面図である。
【図８】同上のペットボトル物入れ用補助具の更に他のアダプター部とその周辺を示す正
面視断面図である。
【図９】同上のペットボトル物入れ用補助具において結合機構に雌ねじ部を用いたアダプ
ター部とその周辺を示す正面視断面図である。
【図１０】同上のペットボトル物入れ用補助具において結合機構に弾性変形部分を用いた
アダプター部とその周辺を示す正面視断面図である。
【図１１】同上のペットボトル物入れ用補助具において結合機構に他の例の弾性変形部分
を用いたアダプター部とその周辺を示す正面視断面図である。
【図１２】同上のペットボトル物入れ用補助具の投入部の正面視断面図である。
【図１３】同上のペットボトル物入れ用補助具の投入部の正面図である。
【図１４】同上のペットボトル物入れ用補助具の投入部の変形例の正面図である。
【図１５】同上のペットボトル物入れ用補助具のフィルター部とその周辺を示す正面視断
面図である。
【図１６】同上のペットボトル物入れ用補助具のフィルター部を示す底面図である。
【図１７】同上のペットボトル物入れ用補助具のフィルター部におけるインスリン注射針
の動きを模式的に示す正面視断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を説明する。本発明の実施形態に係るペットボトル物入れ用補
助具１は、図１に示すように、アダプター部２と投入部３とを備える構造である。このペ
ットボトル物入れ用補助具１がペットボトル５に取り付けられることにより、保管装置６
になる。保管装置６は、ペットボトル５が直立又は略直立した状態で、投入部３に使用済
みのインスリン注射針などが投入されることになる。インスリン注射針の大きさは、針本
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体の長さに応じて変わるが、一般的に、取付部を含めて全辺が２０ｍｍよりも小さい。な
お、保管装置６は、インスリン注射針に好適なものであるが、他の物に用いることも可能
である。
【００２２】
　アダプター部２は、図２（ａ）、（ｂ）に示すように、結合機構２１を有している。結
合機構２１は、ペットボトル５の口筒部５１に結合可能な機構である。また、アダプター
部２は、筒状であり、中空部２２を有する。中空部２２は、図３に示すように、ペットボ
トル５の口筒部５１に結合したときペットボトル５の内空部５２に連通する。また、中空
部２２（及び投入部３の後述する貫通孔３１）は、インスリン注射針などが通過可能な内
径（例えば、２０ｍｍ以上）である。
【００２３】
　結合機構２１は、通過孔２１ａと金属ワイヤー２１ｂとが設けられた構成である。通過
孔２１ａは、アダプター部２の中空部２２から外部に通じている。通過孔２１ａは、中空
部２２の側壁２３の一部に形成されたものである。通過孔２１ａは、図示のように、下記
の金属ワイヤー２１ｂの柄部分２１ｂｂを通過させて外部に露出させることができるよう
に、周方向に溝状に形成された部分２１ａａとそれよりも短い幅で側壁２３の端まで形成
された切欠き部分２１ａｂとを有するようにできる。
【００２４】
　金属ワイヤー２１ｂは、中空部２２の側壁２３の内壁面に沿って一巻き以上巻かれた輪
部分２１ｂａと、通過孔２１ａを通って両端部近傍が外部に露出する柄部分２１ｂｂと、
を有する。金属ワイヤー２１ｂは、復元力を有するものである。
【００２５】
　結合機構２１では、金属ワイヤー２１ｂは、柄部分２１ｂｂの両端部近傍を互いに近づ
ける操作により輪部分２１ｂａの内径が広がる。輪部分２１ｂａの内径が広がった状態で
、ペットボトル５の口筒部５１が中空部２２に差し込まれ、柄部分２１ｂｂの上記操作が
止むと、図３に示すように、復元力により輪部分２１ｂａの内径が狭まり口筒部５１を保
持する。よって、使用者は、ペットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５に容易に取
り付けることができる。また、使用者は、取り付けと同様にして金属ワイヤー２１を操作
してペットボトル５を引き抜くことで、ペットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５
から容易に取り外すことができる。
【００２６】
　また、図４に示すように、金属ワイヤー２１ｂの柄部分２１ｂｂの両端部近傍に、ペッ
トボトル５の口筒部５１にねじ込まれていたキャップ７を差し込んで保持することも可能
である。このようにすることで、ペットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５から取
り外したとき、柄部分２１ｂｂの両端部近傍に保持されていたキャップ７をペットボトル
５の口筒部５１にねじ込んで封をすることができる。そうすると、新たに使用するペット
ボトルがその場にない場合でも、ペットボトル５の封が可能である。
【００２７】
　結合機構２１のかわりに用いることができる結合機構を以下説明する。
【００２８】
　図５及び図６に示す結合機構２１Ａは、一対の通過孔２１Ａａ、２１Ａａと金属ワイヤ
ー２１Ａｂとが設けられた構成である。一対の通過孔２１Ａａ、２１Ａａは、アダプター
部２の中空部２２から外部に通じている。一対の通過孔２１Ａａ、２１Ａａは、中空部２
２の側壁２３の一部に形成されたものである。
【００２９】
　金属ワイヤー２１Ａｂは、直線状の一対の挟持部分２１Ａｂａ、２１Ａｂａと、それら
の挟持部分２１Ａｂａ、２１Ａｂａを接続する接続部分２１Ａｂｂと、を有する。一対の
挟持部分２１Ａｂａ、２１Ａｂａは、上記の一対の通過孔２１Ａａ、２１Ａａを通り、そ
の一部（図５（ｂ）において符号Ａで示す。）が、側壁２３より内方に（中空部２２に）
はみ出している。金属ワイヤー２１Ａｂは、復元力を有するものである。
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【００３０】
　結合機構２１Ａでは、ペットボトル５の口筒部５１が中空部２２に差し込まれると、金
属ワイヤー２１Ａｂは、その一対の挟持部分２１Ａｂａ、２１Ａｂａが広がり、図６示す
ように、復元力により口筒部５１を挟み込んで保持する。よって、使用者は、ペットボト
ル物入れ用補助具１をペットボトル５に容易に取り付けることができる。また、使用者は
、ペットボトル５を引き抜くことで、ペットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５か
ら容易に取り外すことができる。なお、一対の挟持部分２１Ａｂａ、２１Ａｂａの先端側
（接続部分２１Ａｂｂの反対側）に、ペットボトル５の口筒部５１にねじ込まれていたキ
ャップ７を保持することも可能である。
【００３１】
　図７及び図８に示す結合機構２１Ｂは、一対の通過孔２１Ｂａ、２１Ｂａとリング状の
弾性体２１Ｂｂとが設けられた構成である。一対の通過孔２１Ｂａ、２１Ｂａは、アダプ
ター部２の中空部２２から外部に通じている。通過孔２１Ｂａ、２１Ｂａは、中空部２２
の側壁２３の一部に形成されたものである。
【００３２】
　リング状の弾性体２１Ｂｂは、上記の一対の通過孔２１Ｂａ、２１Ｂａを通り、その一
部（図７（ｂ）において符号Ａで示す。）が、側壁２３より内方に（中空部２２に）はみ
出している。
【００３３】
　結合機構２１Ｂでは、ペットボトル５の口筒部５１が中空部２２に差し込まれると、リ
ング状の弾性体２１Ｂｂは、広がり、図８に示すように、復元力により口筒部５１を挟み
込んで保持する。よって、使用者は、ペットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５に
容易に取り付けることができる。また、使用者は、ペットボトル５を引き抜くことで、ペ
ットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５から容易に取り外すことができる。
【００３４】
　図９に示す結合機構２１Ｃは、ペットボトル５の口筒部５１にねじ込まれる雌ねじ部で
ある。アダプター部２は、結合機構２１Ｃがねじ込まれることによってペットボトル５の
口筒部５１に結合する。よって、結合機構２１Ｃを有するペットボトル物入れ用補助具１
は、上述した結合機構２１、結合機構２１Ａ又は結合機構２１Ｂを有するものに比べ、取
り付け及び取り外しの容易さは少し低下するが、構造がより簡素である。
【００３５】
　図１０に示す結合機構２１Ｄ及び図１１に示す結合機構２１Ｅは、アダプター部２にお
いて、ペットボトル５の口筒部５１が差し込まれると弾性変形する弾性変形部分である。
結合機構２１Ｄ及び結合機構２１Ｅは、弾性変形することにより口筒部５１に密着して結
合する。よって、結合機構２１Ｄ又は結合機構２１Ｅを有するペットボトル物入れ用補助
具１は、上述した結合機構２１、結合機構２１Ａ、結合機構２１Ｂ、結合機構２１Ｃを有
するものに比べ、ペットボトル５の口筒部５１への結合の強さは低くなり易いが、構造が
より簡素である。
【００３６】
　詳細には、結合機構２１Ｄは、アダプター部２の中空部２２の側壁２３の厚みが、ペッ
トボトル５の口筒部５１が差し込まれる側の端部の近傍で薄くなっている。また、その中
空部２２の側壁２３は、ペットボトル５の口筒部５１が差し込まれる側の端部が狭まって
おり、内径が小さくなっている。それにより、ペットボトル５の口筒部５１が差し込まれ
ると弾性変形し、弾性変形することにより口筒部５１に密着して結合する。また、結合機
構２１Ｅは、アダプター部２の中空部２２の側壁２３が弾性変形可能な材料のものである
。それにより、ペットボトル５の口筒部５１が差し込まれると弾性変形し、弾性変形する
ことにより口筒部５１に密着して結合する。結合機構２１Ｅは、アダプター部２の中空部
２２の側壁２３の内側に弾性変形可能な別部材を接合し、それを結合機構２１Ｅとしても
よい。
【００３７】
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　投入部３は、図１２に示すように、アダプター部２の中空部２２に連通する貫通孔３１
が底部３ａに設けられている。また、投入部３とアダプター部２は、接着によって結合さ
せてもよいが、底部３ａに雄ねじ３２を形成しアダプター部２に形成した雌ねじ２４（図
３参照）との螺合によって結合させることもできる。螺合によって結合させると、アダプ
ター部２と投入部３のどちらかが壊れた場合、取り換え作業が容易である。
【００３８】
　投入部３の端部３ｂの内径Ｄは、インスリン注射針が投入され易いように、また、投入
されたインスリン注射針がスムーズに貫通孔３１に入って落下するように、貫通孔３１の
内径よりも大きくなっている。投入部３の端部３ｂは、図１２及び図１３に示すように、
丸みを持った形状であるのが好ましい。これは、使用者の手が偶然接触した場合に手を傷
付けないことに配慮したものである。
【００３９】
　また、投入部３には、図１４に示すように、ペットボトル５の口筒部５１にねじ込み可
能なキャップ７を保持できるキャップ保持部３３を設けることが可能である。キャップ保
持部３３は、より詳細には、投入部３の外面の一部から突起し、その先端部に、キャップ
７をねじ込むことができる雄ねじ部３３ａが形成されている構造とすることができる。こ
のようにすることで、ペットボトル物入れ用補助具１をペットボトル５から取り外したと
き、キャップ保持部３３に保持されていたキャップ７をペットボトル５の口筒部５１にね
じ込んで封をすることができる。そうすると、新たに使用するペットボトルがその場にな
い場合でも、ペットボトル５の封が可能である。また、キャップ保持部３３の雄ねじ部３
３ａにねじ込むことで、しっかりとキャップ７を保持することができる。
【００４０】
　また、ペットボトル物入れ用補助具１は、図１５及び図１６に示すように、フィルター
部４を備えることが好ましい。フィルター部４は、アダプター部２の中空部２２の側壁２
３の内壁面に沿ってペットボトル５の内空部５２に向かって延びる部分（フィルター本体
部）４１を有するものである。フィルター部４は、通常、取付部４２を有し、接着等によ
り投入部３又はアダプター部２に固定される。フィルター本体部４１は、長尺な板の集合
体（例えば、図１５及び図１６に示すような４個の長尺な板の集合体）が、インスリン注
射針が通過可能な内径（例えば、２０ｍｍ以上）で筒状になったものである。フィルター
本体部４１は、ペットボトル５の内空部５２のある程度、中まで延びるのが好ましい。こ
のようなフィルター部４の構造により、万一、ペットボトル５が直立状態から倒れたとし
ても、ペットボトル５に保管されるインスリン注射針が投入部３から飛び出るのを抑止す
ることができる。
【００４１】
　フィルター本体部４１を構成する各々の長尺な板は、先端部が中心側に曲がり、かつ、
互いに長さが異なるようにすることが好ましい。そうすると、インスリン注射針は、落下
が妨げられることなく、図１７に示すように、軌道を変えながらフィルター本体部４１の
先端部を通過してからペットボトル５に落下する。また、万一、ペットボトル５が直立状
態から倒れたとしても、インスリン注射針が逆からフィルター本体部４１に入り込むのは
、軌道を変えながら入り込なければならないので、極めて困難である。なお、図１７にお
いては、インスリン注射針は符号Ｎで示し、一つの断面において２個の状態を描いて軌道
が変わることを示している。また、この一つの断面に垂直な断面においても、同様に、イ
ンスリン注射針Ｎは軌道を変えながら落下するものとなる。
【００４２】
　このように、ペットボトル物入れ用補助具１は、ペットボトル５に使用済みのインスリ
ン注射針を入れるのに好適であり、使用者にとって非常に取り扱いものとなっている。ま
た、ペットボトル物入れ用補助具１は、簡素な構造であるので経費が余りかからない。
【００４３】
　以上、本発明の実施形態に係るペットボトル物入れ用補助具について説明したが、本発
明は、上述の実施形態に記載したものに限られることなく、特許請求の範囲に記載した事
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【符号の説明】
【００４４】
　１　　ペットボトル物入れ用補助具
　２　　アダプター部
　２１、２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄ、２１Ｅ　アダプター部の結合機構
　２１ａ、２１Ａａ、２１Ｂａ　　アダプター部の結合機構の通過孔
　２１ｂ、２１Ａｂ　　　　金属ワイヤー
　２１ｂａ　金属ワイヤーの輪部分
　２１ｂｂ　金属ワイヤーの柄部分
　２１Ａｂａ　金属ワイヤーの挟持部分
　２１Ａｂｂ　金属ワイヤーの接続部分
　２１Ｂｂ　リング状の弾性体
　２２　アダプター部の中空部
　２３　アダプター部の中空部の側壁
　３　　投入部
　３１　投入部の貫通孔
　３３　投入部のキャップ保持部
　３ａ　投入部の底部
　３ｂ　投入分の端部
　４　　フィルター部
　４１　フィルター本体部
　５　　ペットボトル
　５１　ペットボトルの口筒部
　５２　ペットボトルの内空部
　６　　保管装置
　７　　キャップ
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